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国
立
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館
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文
庫
刊

眺
鯛
轍
蘇
朽
木
家
古
文
書
上
・
下

　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
で
は
、
す
で
に
『
草

餅
余
録
上
・
申
・
下
』
三
冊
を
は
じ
め
、
近
年
で

は
正
保
国
絵
図
な
ど
旧
幕
府
に
伝
来
し
た
貴
重
な

近
樵
史
料
の
影
印
鷺
行
を
な
さ
れ
、
と
く
に
破
格

の
割
安
販
価
に
よ
っ
て
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
若

手
研
究
者
を
中
心
に
学
界
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

今
般
完
結
し
た
朽
木
家
古
文
書
は
幌
治
二
十
一
年

（一

ｪ
八
八
）
に
内
閣
記
録
局
が
朽
木
之
綱
氏
か

ら
購
入
し
て
内
閣
文
庫
に
伝
来
し
た
一
七
一
巻
一

〇
八
一
点
に
の
ぼ
る
中
世
文
書
で
、
文
書
の
年
代

は
承
久
三
年
（
＝
＝
一
一
）
八
月
の
北
条
義
時
、

下
文
か
ら
、
慶
長
十
六
年
中
一
六
一
一
）
の
手
纏

直
定
書
状
に
お
よ
び
、
な
お
近
世
文
書
数
点
を
含

む
。
近
江
高
鳴
郡
の
土
豪
朽
木
氏
に
関
す
る
文
書

は
、
こ
の
内
閣
文
庫
以
外
に
も
現
滋
賀
県
高
島
郡

朽
木
村
市
場
在
の
朽
木
茸
綱
氏
が
中
世
文
書
約
一

八
○
点
を
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
中
世
後
期
の
在
地

領
主
の
文
書
と
し
て
は
山
城
西
岡
の
土
豪
革
島
氏

の
古
文
書
（
現
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
、
全

点
が
同
館
発
行
の
紀
要
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
）
よ

り
も
点
数
が
多
く
、
室
町
期
の
土
豪
研
究
に
不
可

欠
の
史
料
と
さ
れ
て
い
る
。
従
来
は
国
立
公
文
書

館
へ
出
向
い
て
原
本
の
写
真
を
披
閲
す
る
か
、
宮

内
庁
書
銀
蘭
や
京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
の

騰
写
本
を
閲
覧
す
る
し
か
資
料
入
手
の
便
宜
が
な

か
っ
た
の
が
、
今
回
の
刊
行
で
地
方
の
研
究
者
に

も
居
な
が
ら
に
し
て
全
点
の
文
書
写
真
が
手
に
と

る
よ
う
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
と
い
え
る
。

　
朽
木
氏
は
近
江
源
氏
佐
々
木
信
綱
が
承
久
の
乱

の
軍
功
に
よ
り
近
江
朽
木
庄
を
宛
行
な
わ
れ
、
信

綱
の
次
男
高
信
へ
伝
領
さ
れ
、
高
信
の
孫
義
綱
に

至
っ
て
朽
木
氏
を
称
す
る
こ
と
に
よ
り
成
立
し
た

近
江
守
護
佐
々
木
の
庶
流
家
で
あ
る
。
朽
木
谷
は

湖
岸
を
通
ら
ず
に
京
都
と
越
前
・
若
狭
を
結
ぶ
敦

賀
街
道
上
の
要
衝
に
位
置
す
る
た
め
、
御
家
人
と

し
て
の
朽
木
氏
は
し
ば
し
ば
幕
府
か
ら
軍
勢
催
促

に
動
員
さ
れ
、
室
町
幕
府
は
一
時
当
地
を
料
所

（
直
轄
領
）
に
指
定
し
て
い
る
（
長
禄
四
年
十
二

月
十
四
日
足
利
義
政
御
判
御
教
書
）
。
幕
府
親
衛

隊
の
番
編
成
を
書
上
げ
た
『
文
安
年
中
御
番
帳
』

（
群
書
類
従
雑
部
）
に
は
「
外
様
衆
」
と
し
て

「
佐
々
木
朽
木
弥
五
郎
」
が
み
え
、
　
『
永
禄
六
館
や

諸
役
人
付
』
　
（
同
）
に
は
御
部
麗
衆
に
「
朽
木
弥

十
郎
」
、
「
朽
木
刑
部
少
輔
藤
綱
」
が
、
詰
衆
番
衆

の
一
番
に
「
朽
木
左
兵
衛
尉
成
総
（
脚
力
）
」
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
の
か
ら
推
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
応

仁
の
乱
前
後
か
ら
と
み
に
幕
府
と
の
結
び
つ
き
を

強
め
て
い
た
。
と
く
に
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）

に
は
、
将
軍
義
暗
が
朽
木
谷
の
朽
木
氏
の
館
に
逃

亡
し
た
と
き
の
供
奉
の
功
に
よ
っ
て
、
朽
木
種
広

は
幕
府
か
ら
「
御
供
衆
」
　
（
親
衛
隊
で
あ
る
奉
公

衆
の
各
番
毎
の
隊
長
に
相
当
）
に
召
加
え
ら
れ
て

い
る
（
享
禄
元
年
十
月
十
一
日
御
供
衆
証
文
）
。

　
一
方
在
地
領
主
と
し
て
の
朽
木
氏
の
存
在
形
態

に
つ
い
て
は
田
代
衛
氏
が
分
析
の
先
鞭
を
つ
け
ら

れ
（
「
戦
国
期
に
お
け
る
領
主
制
　
　
近
江
国
高

島
郡
朽
木
馬
を
中
心
に
i
」
歴
史
二
六
輯
）
、
殿

原
衆
を
通
じ
て
の
間
接
的
支
配
と
、
応
仁
の
乱
前

後
の
加
地
子
得
分
集
積
に
よ
る
在
地
支
配
の
側
面

を
明
ら
か
に
さ
れ
、
近
年
仲
村
研
氏
は
「
朽
木
氏

領
主
制
の
展
開
」
を
出
さ
れ
て
（
同
志
社
大
学
人

文
科
学
研
究
所
編
社
会
科
学
1
7
五
巻
二
・
三
号
）
さ

ら
に
詳
細
に
領
主
制
の
変
遷
を
あ
と
づ
け
ら
れ
た
。

　
次
に
収
載
古
文
書
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
よ

う
。
第
一
軸
は
論
旨
・
口
寛
案
、
第
二
軸
か
ら
第

三
八
軸
ま
で
は
殆
ん
ど
武
家
文
書
で
、
総
数
約
五

〇
〇
点
、
関
東
下
知
状
、
六
波
羅
施
行
状
か
ら
始

っ
て
、
足
利
氏
歴
代
の
御
教
書
、
御
内
書
、
管
領
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奉
書
、
芳
意
奉
行
人
奉
書
、
近
江
守
護
京
極
・
六

角
氏
関
係
文
書
に
至
る
ま
で
、
中
世
に
於
け
る
武

家
文
書
の
あ
ら
ゆ
る
様
式
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
る

の
で
、
古
文
書
学
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
充
分
使

用
に
堪
え
る
豊
富
な
内
容
で
あ
る
。
中
で
も
第
六

～
八
軸
を
中
心
に
室
町
幕
府
奉
行
人
平
雷
お
よ
び

第
二
三
軸
を
中
心
に
六
角
高
頼
の
書
状
類
は
と
く

に
多
く
、
守
護
に
よ
る
高
島
郡
の
管
轄
関
係
や
六

角
征
伐
の
さ
い
の
購
読
の
動
向
を
物
語
る
珍
し
い

史
料
を
含
む
。
六
角
氏
の
奉
行
人
で
は
後
藤
高
談
、

同
高
忠
の
書
状
が
多
い
。
と
く
に
大
永
元
年
（
一

五
一
二
）
幕
府
が
近
江
に
将
軍
義
晴
の
元
服
要
脚

段
銭
を
賦
課
し
た
と
き
の
幕
府
奉
行
人
奉
書
、
朽

木
鮪
幅
広
宛
｛
寸
｛
護
六
角
定
型
繰
書
｛
状
は
、
近
江
一
編
を

定
頼
方
が
賦
課
す
る
こ
と
、
高
島
郡
に
も
定
書
の

守
護
権
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
り
、

守
護
六
角
氏
の
近
江
支
配
の
進
展
を
占
う
一
つ
の

指
標
に
な
る
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
六
角
氏

の
発
給
文
書
は
、
『
永
源
寺
文
書
』
『
黒
州
文
書
』

を
中
心
と
し
て
若
干
は
残
っ
て
い
る
が
他
の
戦
国

大
名
文
書
群
に
比
し
て
決
し
て
豊
富
と
は
い
え
な

い
の
で
、
朽
木
古
文
書
に
占
め
る
六
角
関
係
史
料

は
貴
重
で
あ
る
。
第
三
九
冊
以
降
は
冊
子
類
で
、

文
禄
・
慶
長
の
蔵
人
帳
・
検
地
帳
を
含
む
が
、
こ

こ
で
多
い
の
は
丹
後
倉
橋
庄
と
朽
木
庄
関
係
の
年

貢
請
取
状
、
算
用
状
、
出
挙
米
借
券
、
売
券
類
で

あ
る
。
こ
の
中
で
、
第
四
五
冊
は
前
後
の
庄
園
文

書
と
異
っ
て
武
家
書
状
類
が
多
い
が
、
注
魁
さ
れ

る
の
は
建
武
元
年
（
一
三
三
三
）
の
賀
茂
社
行
幸

供
奉
足
利
尊
氏
随
兵
交
名
以
下
義
満
・
義
教
の
随

兵
交
名
九
点
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
、
群
書
類

従
釈
家
部
『
相
国
寺
供
養
記
』
に
引
か
れ
て
い
る

開
徳
三
年
八
月
の
「
相
国
寺
供
奉
足
利
義
満
随
兵

交
名
」
を
除
い
て
従
来
殆
ん
ど
一
般
に
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
新
史
料
で
あ
る
。
従
来
の
奉
公
衆
研

究
で
は
『
群
書
類
従
二
部
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る

永
享
・
文
安
・
長
享
・
永
禄
の
各
番
帳
を
使
っ
て

分
析
し
た
も
の
が
大
半
で
、
南
北
朝
期
の
将
軍
の

随
兵
交
名
は
極
め
て
珍
ら
し
く
、
近
年
と
み
に
注

目
さ
れ
て
い
る
奉
公
衆
研
究
に
稗
益
す
る
所
が
大

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
筆
者
の
狭
い
限
ら
れ
た
関
心
に
従
っ
て

偏
頗
な
紹
介
に
終
始
し
た
が
、
こ
の
史
料
が
今
後

と
も
各
方
面
に
利
用
価
値
の
高
い
豊
か
な
内
容
を

も
つ
こ
と
を
信
じ
、
良
心
的
な
繊
版
で
あ
る
事
に

満
腔
の
敬
意
を
表
し
て
広
く
一
般
に
推
薦
し
た
い
。

　
筆
者
は
充
分
に
検
討
し
た
訳
で
は
な
い
が
、
気

付
い
た
点
を
一
つ
だ
け
蛇
足
ま
で
に
脂
摘
す
れ
ば
、

一
六
号
一
文
書
を
端
書
の
「
ほ
そ
川
殿
御
ふ
ん
し

つ
状
」
な
る
記
入
に
従
っ
て
「
細
川
言
霊
書
状
」

な
る
文
書
名
を
付
け
ら
れ
た
の
は
如
何
で
あ
ろ
う

か
。
文
書
内
容
は
朽
木
氏
か
ら
幕
府
へ
出
さ
れ
た

訴
訟
の
賦
（
く
ば
り
）
の
紛
失
に
つ
き
目
安
を
幕

府
へ
挙
達
し
た
も
の
で
、
そ
れ
か
ら
推
せ
ば
本
文

書
の
差
出
者
は
守
護
の
地
位
に
在
る
べ
き
者
に
な

る
筈
だ
が
、
果
し
て
花
押
は
『
永
源
寺
文
書
』
応

永
十
一
年
九
月
八
日
付
遵
行
状
等
を
見
る
ま
で
も

な
く
六
風
隠
溝
一
高
（
法
名
黒
闇
寿
、
　
『
山
姥
野
寺
文
書
』

応
永
十
八
年
四
月
二
日
慰
籍
遵
行
状
案
）
の
も
の

に
一
致
す
る
。
従
っ
て
文
書
名
は
六
角
満
高
書
状

が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
続
群
書
類
従
完

成
会
刊
史
料
纂
集
古
文
書
編
『
朽
木
文
書
こ
で

も
や
は
り
「
細
川
立
寿
紛
失
状
」
と
さ
れ
て
い
る
。

細
部
の
指
摘
で
甚
だ
恐
縮
で
、
む
ろ
ん
本
書
の
価

値
に
は
関
係
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
企
画
に
全
面
的
に
讃
意
を
惜
し
ま
ぬ
一
学

徒
と
し
て
、
今
後
『
蜷
川
家
古
文
書
』
『
沢
氏
古

文
書
』
な
ど
内
閣
文
庫
所
蔵
の
中
世
史
料
の
影
印

刊
行
を
引
続
き
熱
望
し
た
い
。

　
申
込
先
　
東
京
都
千
代
田
区
北
の
丸
公
園
三
番

　
　
　
　
　
二
号

　
　
　
　
　
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
（
申
込
者

　
　
　
　
　
の
印
鑑
必
要
）

　
　
（
B
5
判
　
上
巻
四
四
八
頁
、
下
巻
五
二
三
頁
、

　
　
一
九
七
八
年
三
月
　
願
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
剃
）

　
　
　
　
　
　
　
（
今
谷
　
明
　
京
都
大
学
文
学
部
助
手
）
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